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すべての病院の感染対策のレベルアップをめざす
“千葉ネット”の活動

千葉県内には290病院が存在し、その中で59.0%に
相当する171病院が千葉ネットに参加しています（表1）。
感染対策向上加算（以下、加算）1を算定している病院の
参加率は90.4%で、千葉ネットを牽引する原動力です。加
算2、3算定病院は、比較的小規模病院が多くなるため、
参加率は低くなり、加算を算定しない病院からの参加率は
46.9%とさらに低くなります。このような病院にこそ、千葉
ネットに入って欲しい、という気持ちは大いにあります。

千葉ネットは16名の代表幹事で運営しています。医師、歯
科医師、看護師、薬剤師、臨床検査技師などの多職種から
選任しています。更に、地域別にも選任しています。

すべての病院の感染対策のレベルアップを目指すことを
目的に、1:地域の医療機関からの院内感染対策に関する
相談対応、2:アウトブレイクが発生した医療機関等に対す
る実地支援、3:研修会等の開催、4:院内感染対策の実践
者の育成等となります（表2）。個人的には、2と4の優先順
位が高いと感じています。

千葉県院内感染対策 地域支援ネットワーク1)(以下、千
葉ネット)の目的は、千葉県内の医療機関の院内感染対策
支援です。千葉県から千葉大学医学部附属病院（以下、当
院）へ委託され、参加する病院等の医師、保健所長、歯科
医師、薬剤師、看護師、臨床検査技師等で構成する協議
会を設置して、実地支援や相談、研修会、情報提供等の活
動を行っています(図1)。平たく申し上げると、顔の見える関
係を構築し、率直な意見交換を通して感染対策上の課題
解決を図り、千葉県内の病院の感染対策向上を目指して
います。千葉ネットは2006年に発足されました。医療安全・
感染対策の重要性が強調されて、ICD（Infection Control 
Doctor）＊1やICN（Infection Control Nurse）＊2が配置され
た頃になります。2012年以降は、保険診療の感染対策関
連加算が大幅に増額されて、組織的感染対策が強化され
ました。この結果、病院間連携による情報共有、アウトブレ
イク発生時の他施設からの支援などは、現在では一般的に
なっています。

医療法では、院内で感染症のアウトブレイクが発生する
と、自施設の感染対策委員会や感染制御チーム（ICT）で
適切な対策等を講じることが求められます。それでも新たな
発生があった場合、保健所に報告する基準に至らない段
階で「地域のネットワーク」等に相談することになります（図
２）2)。千葉ネットは、地域のネットワークに相当します。モッ
トーは、「行政の立ち入り調査ではない、仲間として支援す
る、時には厳しい言葉も」です。

千葉ネットとは

ネットワークの法的根拠

千葉ネットの参加施設と役員

千葉ネットの活動の4本柱
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図1　千葉県院内感染対策 地域支援ネットワーク（著者作成）

病院数 千葉ネット参加 参加率（％）

全体 290 171 59.0

感染対策向上加算1 52 47 90.4 

感染対策向上加算2 39 24 61.5 

感染対策向上加算3 54 32 59.3 

感染対策向上加算 無し 145 68 46.9 

図2　医療機関等における院内感染対策について
(H26.12.19厚生労働省）（文献2を元に著者作成）

表1　千葉ネットへの参加施設（2023年度）

＊1 ICD制度協議会が認定する資格で病院感染対策を実践し、
感染制御の専門的知識を有する医療従事者

＊2 地域や施設で感染制御活動などを行う看護師

アウトブレイクの疑い

新たな感染症の発生

保健所への報告

地域のネットワークに相談

行政の立ち入り調査ではない、
仲間として支援する、時には厳しい言葉も
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千葉県院内感染対策協議会

地域（都道府県単位）において、院内感染に関
する専門家からなるネットワーク構築等により、
医療機関が院内感染予防及び院内感染発生時
の対応等について相談できる体制を整備する
ことで、地域における院内感染対策を支援する
ことを目的とする。

千葉ネット
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すべての病院の感染対策のレベルアップをめざす
“千葉ネット”の活動 活動3:研修会等の開催

年2回研修会を開催しています。地区代表幹事が主体
的にテーマを決めて行う当番制です。最近は、活動2の実
地支援を受けた病院からの改善報告の場を設定していま
す。当事者にとっては苦い思い出ですが、アウトブレイク事
例を共有し、再発予防のために行っています。

活動4:院内感染対策の実践者の育成等
10年を1世代と考えると、恒常的な人材育成が求められ

ます。COVID-19のパンデミックで、院内感染対策担当者
への注目が集まりました。しかし、平時は少人数での感染
対策を行っているのが実情でしょう。活動3の研修会もその
場です。そして、CHI-IC-NET(千葉ネットの看護師のネット
ワーク)では、年2回の研修会を開催しています。

図4は診療報酬改定2022で提示された感染対策ネット
ワークです。地域のクリニックや保健所も包含するもので、
千葉ネットはこれを先取りする形で運営されてきたことになり
ます。

診療報酬改定2024では、医療DX(デジタルトランス
フォーメーション)が入ってきました。JANIS(厚生労働省 
院内感染対策サーベイランス)、J-SIPHE(感染対策連携
共通プラットフォーム)等のサーベイランス基盤も整備され、
中小の病院でも参加することができるようになっています。
このような情報を利用して、“千葉ネット”の活動は次のス
テップに入っていくと考えています。それでも、“すべての病
院の感染対策のレベルアップをめざして”という目的は堅持
します。
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活動1:地域の医療機関からの院内感染対策に関する
相談対応

メール相談になります。基礎的な相談の場合は、事務局
と当院感染制御部で回答しています。複雑な相談の場合
は、各代表幹事の意見を集約して回答しています。

活動2:アウトブレイクが発生した医療機関等に対する
実地支援

直近の2年間の支援実績を原因微生物で分類すると、
バンコマイシン耐性腸球菌が3、耐性アシネトバクターが1、
MRSAが1、C型肝炎ウイルスが1施設です。いずれも加算
1または2を算定する病院からで、自施設で初動を行うも、改
善に至らず支援要請となりました。

支援要請を千葉ネットが受理すると、アウトブレイクの内
容を把握し、事案にふさわしい支援スタッフを選任します。7
人から9人の多職種で編成されたチームは、当該医療機関
でほぼ1日を費やして、実地指導、現場ラウンド、意見交換、
スタッフミーティングを行い、簡単な講評を行います。後日、
詳細な報告書を作成します（図3）。
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表2　千葉ネットの活動の4本柱

目的は、すべての病院の感染対策のレベルアップを目指す
1. 地域の医療機関からの院内感染対策に関する相談対応
2. アウトブレイクが発生した医療機関等に対する実地支援
3. 研修会等の開催
4. 院内感染対策の実践者の育成等

図4　診療報酬改定2022で提示された感染対策ネットワーク（厚生労働省. 「令和４年度診療報酬改定の概要」より引用）

地域の医師会

・定期的な
　カンファレンス
・新興感染症の
　発生等を想定した
　訓練の実施　等

・定期的なカンファレンス
・新興感染症の発生等を
　想定した訓練の実施　等

感染対策向上加算１

感染対策向上加算2 感染対策向上加算3
（新設）

連携 相互評価

感染対策向上加算１

保健所

外来感染対策向上加算
（新設）

感染症の発生状況等
に関する報告
連携強化加算

相談・助言
指導強化加算

サーベイランスへの参加
サーベイランス強化加算

図3　アウトブレイクへの実地支援 報告書例

◆報告書
実地支援を受理した概要
支援スタッフ（氏名・所属・職名）
報告書の取り扱いについて

報告書の構成
1. 医療機関の概要と感染管理体制
2. 事案経緯
3. 実施されている評価できる対策
4. 今回の事案に関する原因の推定
5. 検討を要する問題点、今後の課題となる事項
6. 提言
7. まとめ

千葉県院内感染対策地域支援ネットワーク実地支援
実地支援報告書

令和〇年〇月〇日
千葉県院内感染対策地域支援ネットワーク

実施日： 令和５年〇月〇日（〇）9：15～16：30
支援病院：〇〇法人〇〇病院

現場ラウンドで見られた課題等（写真付き）及び院内研修で
使用できるようにPowerPointで作成したもの
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